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～自然とえイとを巡るガ、るさと再発几～ 第二十九回

2016年 4月 27日 に

行われた」R主催の

説明会で即席展示
「リニアが来ると
こうなる」を実施

前島久美

「リニアは村の環境にとつては望ましくないが、国の認可をうけたものなので…… J

5月 9日 に行われた住民と村の行政懇談会で、柳島貞康村長が相変わらず主体性のない文

言を並べていた。村内 8か所で行われるすべてでこの冒頭文が述べられるのかと思うと恥ず

_う しヽい。国が認可したからつてヽ地方自治が何もしなくていい理由はない。満蒙開拓、フク

シマ、辺野古、東京五輪……・国が進めたものだから自治体が (強制的に?)協力する。しか

し問題が発生した場合、責任の所在がない。残念ながらこれが日本の現状だ。

今年度の始めに人口移動調査結果が報じられた。それを受けて飯田下伊那の行政課題なか

でも人口対策、いわゆる定住人口の増が重点施策に掲げられてる。大鹿村でも結婚祝い金を

今年度から出すそうだ。どこの地域でも子育て世代が暮らしやすい街を意識しているようだ

が出生率を上げるための上辺だけの支援はどこか胡散臭い。経済的支援も大切だけど、それ

よりも「生まれた子供にちゃんとした説明責任を果たせる地域」を意識したほうが先々の芽

はあるように思う。私だつたら「地域のことは地域内で協議し、結論を出しますよ」という

主張がある地域があつたら是非、そこの住民になりたいものだと思う。

大鹿の 100年先を育む会では村の観光協会  対象にしたアンケー トを行いましたのでそ

と協力し、2015年の 10月 ～12月 に村外者を の結果を公表します。
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リニア計画に伴い大鹿村へ続 くダム沿い

の道、県道松川インター大鹿線 (小渋線)の

改良が行なわれる見込みです。それに伴い月ヽ

渋線はトンネルの新設 2か所、道路の拡幅な

どが予定されています。そこで、外から大鹿

村を訪れたお客様が現状の小渋線をどのよ

うに感じるのか、アンケー トを実施しました。

小渋線の道路改良に伴 う観光面の影響や、生

活道路と観光道路を担つていくに相応 しい

ものなのかを計る判断材料 (バ ックデータ)

とするために行いました。

◆期間:2013年 10月 20日 頃～12月 上旬

◆方法 :大鹿村観光協会 村内観光施設、宿

泊施設に協力を依頼し、村外からお越しの方

に無作為にアンケー トを実施

◆アンケー ト回収総数 210枚

◆平日来村人数 101人 (48%)

◆祝祭日来村人数 109人 (52%)

●大鹿村のリピーター率 68%
(2回以上 4回未満 56人 5回以上 86人 )

(全く初めて 32% 68人 )

●来村の目的 (複数回答)上位から記すc

自然・季節の風景を楽しみに (120)

癒し・温泉 (99)

季節の食べ物 (66)

知人・親類に会いに (41)歌舞伎などの村内

イベント参加 (39)登山 (7)

●大鹿村へのルー ト 小渋線で来られる方

が全体の70%(148人 )

R152浜松方面～地蔵峠経由19人

R152伊那市方面から分杭峠経由39人

無口答 4人
●土日祝日はダムや砕石業務がお体みのた

めダンプはほぼ通らないのが現状です。

そこで、平日に小渋線ルー トで来村をされた

方の回答結果を記します。

平日に小渋線経由で来村した 71名 の回答結

果です。ダンプを含む大型車の通行台数の印

象を聞きました。

多い 54%(39人)少 ない 18%(13人 )

どちらとも言えない 26%(19人 )

●すれ違いのスムーズさ

比較的スムーズ 56%(40人 )

止まらないとすれ違いできな 42%(30人 )

無回答その他 2%(1人 )

●すれ違いの安全さ

安全、停止すれば安全 71%(51・人)

危険を感じる
｀ 22%(16人 )

無回答そのほか 7%(4人 )

●工事着工以降の来オ1予定

道路環境に関係なく訪れたい 42%(30人 )

訪れたいが回数を減らす、始まれば大鹿村の

観光|ま控える 35%(25人 )

イメージがわかない (10人 )

わからない (7人 )

※複数回答をされた方 1名  「道路環境に関

係なく訪れたいが、わからない」という回答

でした。

(ま とめ)大鹿村へ何回も訪れている方が全

体の 7割 とり
・
ピーター率の高さがうかがえる。

来本すの目的は複数回答でおこなつたが、ほと

んどの回答に「自然」や 「癒し」というフレ

ーズが選択されていた。

アンケー トを実施 したのは秋の行楽シー

ズンだつたが、平日と土日祝祭日に来村する

人数にあまり差がなかつた。

リピーターで小渋線を慣れている方は大

型車が多いとい う印象を持つていたとして

も、「比較的スムーズ」と回答される方が多

かった。一方で、初めての方は大型車はもち

ろん、一般車とのすれ違いにさえ危険や怖さ

を感じている。

リエアエ事着工後の大鹿村への観光につ

いて、「回数を減 らす、1差 し控える」と回答

したのは全体の 3割強にあたり、観光業への

影響が予想される。※任意回答はHPで公表

中です。大鹿の 100年先を育む会リニア検証

部で検索してください。
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